
ベニバナヤマシャクヤク 
熊本県カテゴリー 

絶滅危惧ⅠＡ類（ＣＲ） 

Paeonia obovata Maxim. 
種子植物 環境省カテゴリー 

ボタン科 絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ） 

選定理由 県内局限、近年減少 

生育環境 長草型の草地、林縁の草地 
 

生育状況 阿蘇外輪山上の各地（阿蘇市[旧阿蘇市]、南小国町、産山村、高森町）などに見られる。人工造林や草地の

開発、野焼きや採草の中止による遷移の進行によって生育環境が悪化し、個体数が減少している。 

生存への 
脅威 

管理放棄、自然遷移、人工造林、捕獲・採集 

特記事項 
多様性条例（指定希少野生動植物）。 

 

※「レッドデータブックくまもと２０１９」より抜粋 

 （県ホームページ：https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/52/50813.html） 

 


